
金武町予防接種計画表
金武町では、特定防衛施設周辺整備調整交付金を渚用し、小児予防接種事業を実施していま現
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☆対象者へ予診票を送付し通矢[lします。

★定期予防接種は対象年齢の間は無料で現 (自己負担はありません)
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お問い含わせ 金武町総合保健福祉センダー NTT 098-968-5932 有線 8-5932

予防接種対象者年齢表
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※平成26年 10月に定期予防接種に
なりました。 |   |   |

対象年齢は、撰種時点で65歳に達していること。 15年 P口号効果のある予防轄種です。 |
※|すでにニユ■モバツクスNP(23価)を接種したことがある方は対象外です。 |  |

Жインフル■ンザの接穏期間lよ、10月 1日
～
1月 31日連となりますi

|※令和4年度から積極的働奨が再開される予定です。 (法令により変更があります。)

1対象年齢は、小6～青校1年生相当φ女子 | 後3回目1接種 |

リ

1期初印:6日Ⅲ28日 F口]隔で2回 1 1年後に1回 (推≦時期4斎) 2期つ薄～11 1回 (推奨

1標準的1歳～1歳 4ヶ月で1回目  |

泊  | |
第2期 1就学前の1年間

0 1977年以降に生まれたもので麻疹・風疹 (MRli
ワクテンの1騨又は?期の接標の機会を逃した者 |第1期 11

※平成26年 10月に定期予防接種に
なりました。 |   |   |

※ 初回接種終了後6～ 12ケ月までの間隔をおいて2回目を接種。 (1歳～3歳未滴は2回接種 )

1標準的1歳～ 歳3ヶ用で1回目

O
5ヶ月■12ヶ編未満ol回捺種

1 3ヶ月■1歳に20～ 1年から1 1回 小学校6年生で1回接種

DPTttIPVも しくIよ |   |
DPT、 IIPV単独を接権します; )

|  卜平成28年以降の出生児に限りますと  |  |  |
|  卜1回目接種後27日以上の間隔をおしヽて2回目を接種。|
|  卜1回目接種から189日以上の間隔をおいて3回目を接種。1回目12ヶ月 12回 目3ヶ月 13回 目:フ～8ヶ月

2ヶ月■6ヶ月に27 初回の3回目

| ・生後7ヶ月で開始すると|きは、1歳未瀬で2回 11歳以降、2回目かう60日以上あけて3回口。

| 。1歳以上で開始するときは、60日以上あけて2画目。|  |  |  |   |
1印 ・2歳以上で開始するときは、1回で終了。 |  |  |  |  |  |   |

2ヶ月■6ヶ月 フヶ 月後に追加

1生後7ヶ月で開始するときは、1歳未満で2回目。2回目から約7～13ケ月後に3回目Ь

I刊歳以上で開始ゴると寺は1回で終了。 |  |  |  |  |  |   |

l      i  ,′   |      :      |

2回接葎ワクチン |  | 初画接種Iよ、生後14適6日までに待うことが経奨されてぃます。|  |  |  |
ロダウイプラスワクチンは2種類あります。|どちDか 1種類のワクテンを様種します。|B回接種ワクチン |  |
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0定期接種 :法に基づいたワグチン接種。 (接種努力義務がある。高齢者肺炎球菌、季節性インフルエンザは除く)
0任意接種 :接種にもよるが、法律に定めなし。 上表記載の任意接種は町が一部助成しています。

※任意予防接種による健康被害が発生した場合、契約医療機関以外での接種については町の保険適用外となります。


